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(b)non-multiplicativesystemsでは random force, 8-0の漸近的極限((a)のごく
近傍 )で一致する｡
(C)E有限では一般に一致しない,
(d)multiplicativesystemでは, (イ)左-γxlgx2+ x符(i)及び 左-γx-937n+xTn
q(i) (但し, 7(i)はrandom force,m>1)の場合一致するが, (ロ)一般に
は,一致しない｡例えば, i-γx一gX7n+xq(i)(,n≠ 2)では一致 しない.
1) (i)直接法 (厳密解 ),8日)摂ここで用いた方法は,(i)nonlinearscalingtheory,
動展開(8-展開及び強結合展開 ),M 固有値問題として解く方法,2),3)付)WKB法4)
等である｡
さて,相転移の定義は例えば,第 1図のように, ス= lpの前後 で ㌔ t が急激に全体の




















に適当な非線型変換 E-f(x,i) を施して f-(a+的(i))f+C+朗 (i)のよ
うな線型方程式に変形出来れば,もとの方程式は形式的に解ける｡その条件は,α(α),
♂(∬)が次の微分方程式を充すことである:



































意Esc(i)- [exp(p- 1)r t ] ExP ( i)7 ( i) (8)
となり,この解は
(a) Esc(i)- a (0)exp it7(S ) d s for p- 1,
1
(b) Esc(i)-[(i-p)I:e'pLl'γsq(s)ds+a(0)17]'i for p≠1, (9)
となる｡これに対応するxsc(i)tも xsc(i)-Fl (ertF(fsc(i))によって与えられ
る｡この期待値は,容易に次のような強結合展開の形で求められる:




































<Z(i)I(t′)>- A2exp(一項 -t'l) (15)
を持っとした｡我々はこの間題を一般化し,i- γx-937n+xz(i) として scaling
theory1)を適用 し,強結合展開を行って,次の離散固有値を求めた :
･k-k(m-1)γ言 上 l･[}2･4(--1)2k2A2]1/2)･ (16)
,a-2とおくと,北原達8)の結果が得られる.
7. まとめ
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以上,相転移と臨界緩和の関係を調べてみると,非平衡系では,一般に,常識的な意
味での "相転移点'では,臨界緩和は起らず,別な点でそれが起ることがわかった｡乱
雑な力の強さEが小さい極限では, "漸近的臨界緩和(asymptoticcriticalslowingdown)"
が起ることが示せる｡この見方は,Mange19)や MiguellO)の6-展開でのゆらぎの発散に
に対する批判の解答になっている｡また, K｡bashima虚1)は,実験的に非平衡系の臨界
緩和を観測した｡
以上の他に,まだ多数の成果が得られているが,それらは近く発表する予定である三2)
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